肯定的意見
多くの市民が広報紙を生活に欠かせない情報源として「毎号楽しみにしている」と回答しています 。
視覚的な分かりやすさ（漫画・イラスト）
漫画形式の記事が、複雑な市政（公共施設の未来、フレイル予防など）を理解する助けになっている 。
子供と一緒に読めるようになり、家族で市政について話すきっかけが生まれた 。
情報の利便性とデジタル連携
QRコードの導入により、詳細情報へのアクセスやイベント申し込みが非常にスムーズになった 。
イベント情報が日付順に整理されているなど、レイアウトの改善が評価されている 。
コンテンツの充実
地域のイベント、子育て情報、健康・介護情報、給食レシピなど、多岐にわたる記事が役立っている 。
競馬場の招待企画や宝塚歌劇関連など、宝塚市ならではの独自企画への満足度が高い 。
市長・市政への信頼と共感
市長が交代してから紙面が活気あふれるものになり、市政を身近に感じるようになった 。
市長のメッセージが短くなり読みやすくなった点や、直接語りかける姿勢に好感が持てる 。
「痛みのある改革（行財政改革）」に取り組む姿勢を、広報を通じて正当に評価している 。
「紙媒体」そのものへの愛着と価値
SNSやHPは自分から見に行かないと情報が入らないが、紙はポストにあると「ウキウキする」し、自然と目に入る 。
高齢の両親や子供と一緒に、実物を広げてコミュニケーションを図れる価値が強調されている 。
職員による手作り感への親近感
表紙や漫画を「市職員」が描いていることに対し、親近感を覚えるとともに、経費削減の努力として高く評価されている 。

否定的意見
主に「財政状況の厳しさとサービス削減の関係」や「紙面の構成」に対する不満が見受けられます 。
施策・事業への不満（財政難に関連）
高齢者向けのバス・タクシー運賃助成の廃止や施設閉鎖など、福祉・文化事業の後退を危惧する声 。
広報紙を読むたびに「お金がない」と主張されているようで、住んでいる喜びが目減りするという意見 。
デザイン・制作コストへの疑問
「財政難と言うわりにはフルカラー印刷でお金をかけすぎている」との指摘 。
漫画形式に対して、「バカにされているように感じる」「情報の密度が下がる」といった一部の否定的な反応 。
視認性・編集上の問題
表中の文字が小さすぎる、または情報の詰め込みすぎで読みにくい箇所がある 。
製本されていないためバラバラになりやすい、右開きにしてほしいといった物理的な要望 。
近隣自治体（西宮・伊丹等）との比較による不満
伊丹市など他市と比較して、物価高騰対策の支援金額が低いことや、配布条件が不公平であることに強い不満がある 。
「西宮や神戸のように市民で第九を歌うような文化イベントがない」など、文化的な活気が他市に劣るとの指摘 。
「現役世代・働き盛り」の置き去り感
支援やイベントが「高齢者」または「未就学児連れ」に偏っており、中高生の子を持つ親や独身・DINKS層が恩恵を感じにくい 。
不登校支援や若者のメンタルケア、現役世代の求人情報など、もっと現役層に刺さる情報が必要 。
財政難の伝え方への拒絶反応
「宝塚市は貧乏だ」という主張を繰り返されることで、住んでいることへの誇りが持てず、気が滅入ってしまう 。
寄付金の使い道が不明瞭であることや、議員定数・職員給与の削減など「身を切る改革」が先ではないかという不信感 。

改善点などの提案
より良い広報紙、および市政の実現に向けた具体的なアイデアが多数寄せられています 。
掲載内容の拡充
地元のおすすめのお店紹介や、フリーマーケット、アート関連の企画を増やしてほしい 。
「譲ります・譲ってください」コーナーの詳細情報の記載（無料か否かなど）を明確にする 。
市民からの質問に答えるQ&Aコーナーや、市民との対話を重視したページの設置 。
イベント情報の改善
開催場所の住所記載や、一目でわかるイベントカレンダーの掲載 。
募集人数の少なさに対する改善要望や、特定の層（子育て世帯）に偏らない全世代向けの企画提案 。
配布・発行形式の検討
経費削減のため、発行頻度を2ヶ月に1回に減らす、またはWEB版へ完全移行・併用すべきという提案 。
一方で、ネットを使えない高齢者のために、紙媒体の継続を強く望む声も根強い 。

紙媒体での配布継続を求める意見（優勢）
紙媒体を支持する意見は非常に多く、生活に密着したインフラとして捉えられています。
デジタル格差（情報弱者）への配慮 
「ネットを使いこなせない高齢者にとって、紙がないと情報が得られず不便になる」 
「WEBで詳細を見られるのは便利だが、それができない人のために紙媒体を継続してほしい」 
紙ならではの閲覧性・一覧性 
「わざわざHPを見に行かなくても、ポストにあれば手が空いた時にパラパラとめくって読める」 
「WEBに比べて何度も簡単に読み返しができる紙面はありがたい」 
情緒的価値と習慣 
「新聞をやめたので、ポストに広報紙が入っていないと寂しく感じる。紙でじっくり見られるのは嬉しい」 
「ポストに広報が入っていると少しウキウキする。今後も続いてほしい」 
電子版への移行・配布停止に関する意見（少数・提案）
主に「財政難」や「環境・効率」の観点から、現状の配布スタイルを見直すべきという声です。
コスト削減のためのデジタル化 
「WEBとの連携を図り、紙の数を減らしてはどうか」 
「広報紙自体もネット閲覧で良いと思う。細かい経費削減が必要だ」 
発行頻度の見直し案 
「全世帯配布は2ヶ月に1度程度でもいいのではないか」 
「WEB版が欲しい」という直接的な要望 

3. 広報媒体における分析
数的なボリュームと意見の熱量では、「紙媒体の継続」が優勢です。
支持層の厚さ: 子育て世代から高齢者まで、「届くのを楽しみにしている」「隅々まで読んでいる」という肯定的コメントの多くが、家庭に届く「冊子」としての広報紙を前提としています 。
条件付きのデジタル併用: 完全に電子へ移行することを望む声は少なく、多くの市民は「QRコードで詳細をWEBで確認できる現在のスタイル」を便利だと感じており、「紙（入り口）＋デジタル（詳細）」のハイブリッド運用を高く評価しています 。
まとめ：
現状、市民の多くは「紙媒体」を市政との重要な接点と考えています。ただし、市の財政状況を心配する市民からは「カラー印刷の抑制」や「発行回数の削減」といった形でのコストダウン提案が出ており、**「全廃（デジタル完全移行）」ではなく「紙媒体のまま効率化・スリム化」**を求める傾向が強いと言えます。


分析のまとめ： 市民は広報紙の「読みやすさ」の進化を概ね好意的に受け止めていますが、その背後にある「市の財政難」という現実に敏感です。今後は、現在の「分かりやすさ」を維持しつつ、「なぜその施策（削減）が必要なのか」のより丁寧な説明と、制作コスト（カラー、外注費等）の最適化が、さらなる満足度向上の鍵になると推測されます 。

